
市民活動団体の資金源は、大きく分けて①会員会費、②寄付金、③事

業収入、④委託事業、⑤助成金・補助金の５つがあります。今回の特集

では、助成金について考えてみました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
① 獲得作戦 その１「情報収集」 

まず、助成金の情報を手に入れましょう。より

多くの情報をより早く入手した方が、次の作戦を

立てやすくなります。ここで焦らずに、自分達の

活動を振り返ってみましょう。何のために？いく

ら位の？助成金がいつまでに？必要なのでしょ

うか。全国規模の多額な助成金が必要なのか、市

町村や地域単位の小額な助成金で十分なのか、条

件によって有効的に調べる手段が違います。自分

たちの条件をある程度整理してから、情報収集を

始めましょう。 
■全国規模→インターネットでの検索が有効 
・ 財団法人助成財団センター 
・ シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会 
などのＨＰには情報が満載です。 
■地域単位→中間支援センターの活用が有効 
皆さんの地域にあるＮＰＯの中間支援センター

や社会福祉協議会、ボランティアセンターなどに、

情報が集まります。 
また、今は何も募集が無くても、来月には新た

な募集が始まるかも知れません。助成金はその助

成する団体のスケジュールによって、募集時期が

全く違います。昨年の情報なども参考にして、タ

ーゲットを見つけましょう。他にも、知名度の低

い助成団体や新しいプログラムを狙うことで、よ

り獲得しやすくなります。 
 

 
② 獲得作戦 その２「応募の心構え」 

ある程度の情報を入手できたら、まず助成プロ

グラムの目的を良く読みましょう。この目的に合

致していなければ、応募しても落選してしまいま

す。また、限度額をはるかに超えての応募も、落

選する可能性が大きくなります。自分たちの活動

を小さなプロジェクトに分けて考え、目的や金額

が合致するものに応募する作戦が有効です。 
助成金を獲得するのは活動を活発にするため

の資金援助が目的です。活動に結びつきにくい助

成金を受けてしまうと、本来の目的がぼやけてし

まい、助成金を使うために活動するという本末転

倒の事態に成りかねません。団体内で十分に話し

合ってから応募を決断してください。 
他にもたくさん助成金が欲しいからといって

多額な助成金を申請すると、運用資金不足のトラ

ブルが発生することがあります。全額後払い・概

算払い・分割払いなど支払い方法を確認し、それ

に応じた運用資金の用意が必要になります。 
また最近は募集要項に「ＮＰＯであること」な

どの表記が目立ってきました。「法人であること」

は、問われていないものが殆どですから、ＮＰＯ

＝市民活動団体やボランティア組織と捉えて、

「法人格を持っていないから無理」と、ＮＰＯと

いう言葉に対して一方的な解釈をしないように

気をつけましょう。 

助成金を獲得しよう！   

北海道立市民活動促進センターは、地域社会のニーズを的確に応えようとするＮＰＯなどの道内の市民活動を応援しているセンターです。
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特 集 



助成金を獲得しよう！   

◎ 当センターでは、市民活動に関する疑問・質問に相談員がお答えしています。 
「ＮＰＯって何ですか？」、「ボランティア募集の情報を知りたい」、「助成金に関する情報を得るにはどう

したらいいの？」、「市民活動団体の運営についてアドバイスを受けたい」「現在の活動団体をＮＰＯ法人化

したい」など市民活動に関わる相談に相談員・職員がお応えします。 
直接来所、電話、ＦＡＸ、メール、ホームページの「質問箱」で、お気軽にご相談下さい。 

・ＴＥＬ ０１１―２６１―４４４０  ・ＦＡＸ ０１１－２５１ー６７８９ 

・E-mail  center@do-shiminkatsudo.jp 

 ・ＵＲＬ http://www.do-shiminkatsudo.jp 

 

 
 
 

 

③ 獲得作戦 その３「心に響く書類の書き方」 

ターゲットを絞ったら、応募のための申請書類

を書きます。ここでは、その書類を上手に書くポ

イントを挙げてみます。 

■ 書くよりも、まず企画！ 

プロジェクト自体の企画がキチンと練られてい

れば、全体スケジュールや必要な人材や機材、そ

して費用が予測されるはず。その上で、達成すべ

き目標が明確になっていないと、助成する意味が

ありません。自分たちでここまでやってきた、さ

らに助成があれば、ここまで実現出来る！とアピ

ールして下さい。 

■ 選考委員のことを考えて！ 

読み手のことを考えて、読みやすい字と行間を

保ち、分かりやすい文章構成は必須です。思いが

強くて長くなりがちな文章は、思い切って切り捨

てることで、核心が表現される場合もあります。

また自分たちでは良く分かっていることも、相手

が分かっているとは限りません。誰にでも分かる

言葉や表現を使う配慮が必要です。 

■ オリジナリティを出す！ 

新聞やテレビの受け売りのような問題意識の言

葉を並べても、オリジナリティは感じられません。

活動団体として、社会への切り込み方が特別であ

るからこそ、助成する意味があるのです。活動の

独創性と共に、自分たちの言葉で語ることは、高

い評価に結びつきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ より具体的に、より現実的に！ 

スケジュール、人材、機材、活動の方法論、経

費の積算、どれも事業内容に対応した整合性のあ

る記述を、具体的に表現するよう心がけましょう。

人件費は（単価×人数×時間）、旅費は（場所×人

数×日数）と言うように、より細かく表現されて

いると、作業総量が見通せているということにも

つながります。 

④ 獲得作戦 その４「助成後の振り返り」 

助成を受けた後は、結果について報告をする義

務があります。報告書だけの場合もあれば、現地

調査で経理関係書類の提示を求められる場合もあ

ります。報告義務のために人手を取られ疲れ果て

る、ということにならないように、申請前によく

考えておくことが大事です。また助成を受けて活

動している間にも、いずれ報告をしやすいように、

活動の写真（話し合っている風景や準備など）・さ

まざまな記録になりそうなもの（作成したチラシ

や会議議事録など）・領収書の写し（日付と内訳を

明確に）を、整理して保存しておくように心がけ

ましょう。 

 また助成が完全に終了しても、助成をくれた団

体へ、３年間は活動内容が分かる会報などを送る

ようにしましょう。そうすることで、新たな助成

先の情報を得ることが出来るかも知れませんし、

新たなプログラムを組んでくれることにつながる

かも知れません。せっかくのネットワークを活か

して、新しいチャンスを掴みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民活動情報 vol.29 

参考：本文中で一部紹介しました助成金情報が満載のホームページ（ウェイブサイト）

・財団法人助成財団センター：http://www.jfc.or.jp/ 

・シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会：http://www.npoweb.jp/ 
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●市民活動ミニフェア● 

～海外ボランティア「シニアボランティア活動」展～

アジアの経済的貧困な国の子女へ教育活動を行

っているボランティア活動について、写真パネルな

どで現地の状況を伝えると共に、ネパールやパキス

タンの教育と文化を紹介しますので、是非ご来場く

ださい。 

日 程：平成18年10月10日（火）～12日（木）

の３日間 

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー 

内  容： 

【写真展】10日（火）～12日（木）13:00～16:30

「海外ボランティア活動写真展」＆「ネパ

ール・パキスタンの教育・文化の写真展」

【文化体験「ヘナ・タトウ」】 

10日（火）～12日（木）15:00～16:00 

ヘナ（東南アジア、インド、アフリカ方面

に自生するミソギ葉の植物）を顔料にタト

ウ（ボディペインティング）します。この

文化体験では 5ｃｍ四方の文字や花のパタ

ーンの体験ができます。 

【講演１】11日（水）13:30～15:00 

  「ネパールとパキスタン文化の紹介」 

  講師：NGOアフォード・ネパール 

  通訳：かまた やすこさん 

【講演２】12日（木）13:30～15:00 

「NGOアフォード・ネパールが必要として

いるボランティア活動」 

講師：NGOアフォード・ネパール 

通訳：かまた やすこさん 

参加料：無料 

共 催：ＮＰＯ法人ロイク国際コミュニケーション研究所

協 力：ＮＧＯアフォード・ネパール（ネパール国）

参加者募集中 

◆ 「ホームページアドレス」及び「Ｅメールアドレス」が次のとおり変更になりました。
     U R L   http://www.do-shiminkatsudo.jp 
     E-mail  center@do-shiminkatsudo.jp 
    登録の変更等、よろしくお願いします。 

●市民活動協働開催講座● 

「新たな公共を考える～市民活動の立場から～」

市民活動が公共を創り、その担い手となると言

われて久しいが、数年前と比べて何がどう変わっ

たのかを市民活動の立場から検証する。そして、

北海道では協働が進んでいるのか、あるいは後退

しているのか、あらゆる角度からアプローチし、

今後の市民活動の行方を探ります。 

日 時：平成18年10月 21日（土） 

    14:00～17:00 

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー

内 容：「市民活動の理解を深め、明日への活動

を養う」  

  コーディネーター 

   佐藤 隆さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯ推進北海道会議） 

  パネリスト 

   大石 真義さん（ＮＰＯ法人あいねっと北海道） 

   加藤 知美さん（ＮＰＯ法人さっぽろ村コミュニティ工房）

   加納 尚明さん（ＮＰＯ法人さっぽろチャレンジド）

   斉藤 ちずさん（ＮＰＯ法人コンカリーニョ） 

長崎 昭子さん（ＮＰＯ法人札幌生活支援ネット） 

【パネルディスカッションⅠ】 

【ビデオ上映】 

【パネルディスカッションⅡ】 

参加料：500円 

定 員：25名 

共 催：ＮＰＯ法人ＮＰＯ推進北海道会議 

                      

～昔あそび講習会～ 
 この講座では、田中邦子さんを講師に迎え、昔

あそびの中でも“手”から“手”へと伝承性の強い「お
手玉」遊びを中心に、昔あそびについて理解を深

め、実技について指導を受けます。 

日 時：平成18年10月 25日（水） 

    10:00～12:00 

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー

内 容：講師 田中 邦子さん 

    講演「お手玉しましょう」 

    実技指導 

参加料：1,000円 

定 員：30名 

共  催：昔あそびの会「花いちもんめ」 

当センターの研修コーナーで開催する事業のお知らせ 



４ 市民活動情報 vol.29 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   
 
 
 
 
 
 
※ お申込み・問い合わせは、当センターまで。 

申込書等詳しくは、ホームページをご参照 

下さい。 

●ホームページアドレス 

ｈttp://www.do-shiminkatsudo.jp 

●市民活動基礎講座● 

～「市民活動」や「ＮＰＯ」って何だろう～

日 時：平成18年10月28日（土）13:30～16:30

平成19年  2月18日（日）13:30～16:30

   ・それぞれ１回完結の講座です 

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー

対象者：市民活動に関心のある方、始めたい方等 

内 容：講師 東田 秀美さん 

（ＮＰＯ法人 旧小熊邸倶楽部理事長）

・市民活動の基礎 

・市民活動の紹介と組織づくり 

    ・市民活動組織の運営 

参加料：300円（資料代） 

定 員：30名 

●ＮＰＯ法人設立講座● 
   ～ＮＰＯ法人を設立するには？～ 
日 時 

土日コース：平成18年11月26日（日）14:00～16:00

平成18年12月16日（土）14:00～16:00

平日コース：平成19年 2月8日（木）14:00～16:00 

夜間コース：平成19年 3月7日（水）18:30～20:30 

・それぞれ１回完結の講座です 

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー 

対象者：ＮＰＯ法人の設立を考えている方等 

内 容：講師 中尾 肇さん 

（北海道環境生活部生活局道民活動文化振興課主査）

・ＮＰＯとは 

・ＮＰＯ法人になるには 

・申請に必要な手続き 

・書類作成の留意事項 

・法人設立後の手続き 

・ＮＰＯにまつわる最近の話題など 

参加料：300円（資料代） 

定 員：30名 

ＮＰＯへの理解が進み、ＮＰＯ活動に使える場がど

んどん増えていくのは嬉しいことです。その反面、使

う場が増えて当センターの利用率が落ちないかとド

キドキします。今のところ、ありがたいことに利用率

は上がっております（ホッと安心）。・・と言うことは、

やっぱりＮＰＯ活動は底上げされてきているんだ～

と感じています。（東） 

その他、以下の講座も企画しています 
 

●市民活動スキルアップ講座● 

・テーマ「広報に役立つフォトショップの効果的な

使い方」（平成18年11月予定） 

・テーマ「ファシリテーション・グラフィック」

（平成19年 2月予定） 

 

●市民活動協働開催講座● 

・テーマ「共同作業所の意見交換会＆研修会」 

（平成19年 2月予定） 

・テーマ「事業報告書作成セミナー」 

（平成19年 3月予定） 
 
詳細が決まり次第、当 

センターホームページ等 

でお知らせいたします。 

 

 

 

当センターの研修コーナーで開催する事業のお知らせ 

●市民活動団体スタッフ養成講座● 
～ＮＰＯ・ＮＧＯスタッフトレーニング2006～

市民活動を通して、新たな社会づくりに参加し

ませんか？そのためには、ＮＰＯ・ＮＧＯについ

て基本的な知識や実践的技能だけではなく、コミ

ュニケーション力も必要です。 
当講座では、定評ある豊富なワークショップを

通し、コミュニケーション力をつけながら、必要

な知識・技能を得ることができます。 
日 時：全5日間 

1日目：平成18年11月 3日（祝）

2日目：平成18年11月 4日（土）

3日目：平成18年11月 5日（日）

4日目：平成18年11月 18日（土）

5日目：平成18年11月 19日（日）

場 所：北海道立市民活動促進センター研修コーナー

対象者：市民活動団体のスタッフとして活動して

いきたい方、団体設立を考えている方、す

でに活動している方等（原則として全日程

参加できる方） 

内 容：１日目：ＮＰＯ・ＮＧＯをよく知ろう。

    ２日目：思いを具体的にイメージしよう！

    ３日目：活動の社会的役割を考えよう！

    ４日目：自分で調べる技術を身につけよう！

    ５日目：活動を広く知ってもらおう！ 

参加料：2,000円（全5日間分） 

定 員：20名 


